
   

 

事 務 連 絡 

令和７年 10 月８日 

 各文部科学大臣所轄学校法人担当課 

 各都道府県私立学校主管課 

 各構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を受けた 

 各地方公共団体の学校設置会社担当課  

 

 

文部科学省高等教育局私学部私学行政課  

    

 

民法等の一部を改正する法律（令和６年法律第３３号）に係るＱ＆Ａ形式の

解説資料の周知等について（依頼） 

 

 

令和６年５月に成立・公布された「民法等の一部を改正する法律」（令和６年法律第

３３号。以下「改正法」といいます。）は、父母の離婚等に直面する子の利益を確保す

るため、子の養育に関する父母の責務を明確化するとともに、親権・監護、養育費、親

子交流、養子縁組、財産分与等に関する民法等の規定を見直すものであり、公布の日か

ら起算して２年を超えない範囲内において政令で定める日に施行されることとされて

います。 

改正法の施行に向けては、父母の離婚後の子の養育に関する民法等改正法の施行準備

のための関係府省庁等連絡会議（以下「連絡会議」といいます。）において、関係省庁

が連携して取組を進めることとしておりますが、今般、連絡会議幹事会において、「Ｑ

＆Ａ形式の解説資料」（以下「Ｑ＆Ａ」といいます。）が作成され、別添のとおり法務省

よりこの内容についての周知依頼がありました。 

Ｑ＆Ａについては、「民法編」と「行政手続・支援編」の２編から構成されています。 

・「民法編」においては、離婚後の父母双方が親権者である場合の親権の行使方法とし

て、親権は父母が共同で行う一方、「監護及び教育に関する日常の行為に係る親権の

行使」をするときや「子の利益のため急迫の事情があるとき」には親権の単独行使が

できるとする、親権の行使方法の考え方や具体例のほか、特に私立学校関係の内容と

して、学校教育に関してはどのようなものが「監護及び教育に関する日常の行為」や

「子の利益のため急迫の事情があるとき」に該当するかや、親権を持つ別居親から学

校行事への参加の希望を受けた場合、学校はどのように対応すべきか、といった具体

的に学校現場を想定した場合の親権行使の考え方（p.26～p.29）等について、 

・「行政手続・支援編」においては、特に私立学校関係の内容として、高等学校等就学

支援金、高校生等奨学給付金等の支援制度における収入要件の考え方（p.42～p.45）

等について、 

それぞれ考え方が整理されていますので、内容について御了知いただくようお願いしま

す。 

また、現行法下の婚姻中の父母が別居している場合等においては、例えば、以下のよ

うに対応された例があります。父母が離婚後に共同で親権を行使することとなった子供

御中 
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の支援等にあたっては、学校の負担とならない範囲において適切な対応をお願いします。 

・父母の合意の上で、子と別居している親が学校行事に参加した事例 

・子の希望を勘案し、子と別居している親と同居している親との間で来校時間を分ける

などの事前の調整が図られた上で授業参観に参加した事例 

・別居している親から子の成績の開示について要請があり、本人及び父母の合意の上で、

子の成績を子と別居している親に伝達した事例 

 

なお、内容の周知に当たっては、学校における働き方改革の観点から、周知の方法に

ついては、例えば、他の案件とまとめて周知する等、必要に応じて御判断いただくよう、

お願いします。 

Ｑ＆Ａについては、今後も改定が予定されているため、最新版については、法務省ホ

ームページ（https://www.moj.go.jp/shingi1/shingi04900355_00001.html）より御確

認をいただくようお願いします。 

 

また、法務省のホームページ（https://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00357.html）

には、ポスターやパンフレット等、改正法の内容についての情報が掲載されております

ので、適宜御活用願います。 

 

各都道府県私立学校主管課におかれては、本件を所轄する学校法人及び学校に、各構

造改革特別区域法第１２条第１項の認定を受けた各地方公共団体の学校設置会社担当

課におかれては、所轄の学校設置会社の設置する学校にお知らせいただくなど、その周

知について御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 
法務省ホームページ 

 【本件連絡先】 

（本事務連絡について） 

高等教育局私学部私学行政課 法規係・企画係 

 電話：03-5253-4111（内線 2533） 

 

（高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金、高校等専攻

科の生徒への修学支援に関することについて） 

初等中等教育局 修学支援プロジェクトチーム 修学支援企画係  

電話：03-5253-4111（内線 3578） 

 

（日本学生支援機構の奨学金制度や高等教育の修学支援新

制度に関することについて） 

高等教育局 学生支援課 法規係 

電話：03-5253-4111（内線 3050） 
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 令和７年９月３０日   

 

 

関係府省庁等 各位 

 

 

法務省民事局参事官室    

 

 

民法等の一部を改正する法律（令和６年法律第３３号）に関する Q&A 形

式の解説資料の活用のお願い 

  「民法等の一部を改正する法律」（令和６年法律第３３号。以下「改正法」と

いいます。）は、公布の日（令和６年５月２４日）から起算して２年を超えない

範囲内において政令で定める日に施行されます。 

 改正法は、父母の離婚等に直面する子の利益を確保するため、子の養育に関

する父母の責務を明確化するとともに、親権・監護、養育費、親子交流等に関

する民法等の規定を見直すものであり、離婚当事者やその子らといった当事者

はもちろん、それらに関わる方々にも影響を与えるものです。 

 このような観点から、この度、父母の離婚後の子の養育に関する改正法の施

行準備のための関係府省庁等連絡会議において、改正法の施行後に疑問が生じ

得る具体的な場面を念頭においた Q&A 形式の解説資料（民法編及び行政手続・

支援編。以下、「解説資料」といいます。）が取りまとめられたところです。な

お、御承知のとおり、解説資料の在り方については検討が続けられており、今

後も必要に応じて改訂等がされる予定です。 

 法務省においては、解説資料をウェブページにおいて紹介しておりますが

（https://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00357.html）、引き続き解説資料を活

用した周知・広報の在り方を検討してまいります。 

 関係府省庁等におかれましても、改正法の施行後も適切な運用が行われるよ

う、解説資料の積極的な活用等、関係機関等への情報提供等への御協力をお願

い申し上げます。 
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Ｑ
＆
Ａ
形
式
の
解
説
資
料
（
民
法
編
）
 

父
母
の
離
婚
後
の
子
の
養
育
に
関
す
る
民
法
等
改
正
法
の
施
行
準
備
の
た
め
の
関
係
府
省
庁
等
連
絡
会
議

 

令
和
７
年
６
月
３
０
日
取
り
ま
と
め

 

令
和
７
年
８
月
２
７
日
改
訂
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親
の
責
務
等
（
新
民
法
第
８
１
７
条
の
１
２
）

 

Ｑ
 

Ａ
 

 
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
父
母
と
子
の
意
見
が
異
な
る
場
合

に
は
、
父
母
は
、「
そ
の
子
の
人
格
を
尊
重
」
す
る
観
点
か
ら
、

子
の
意
見
と
異
な
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

 

「
子
の
人
格
を
尊
重
」
す
る
こ
と
は
、
父
母
が
子
の
養
育
に
当
た
っ
て
常
に
子
の
意
向
に
沿
う
行
為
を
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
父
母
は
「
子
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
配
慮
」
し
、
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
必
要
な

場
合
に
は
、
子
の
意
向
に
反
す
る
監
護
に
係
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
子
が
自
ら
の
利
益
に
反
す

る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
意
向
に
反
し
て
で
も
制
止
す
る
義
務
を
負
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う
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
子
に
対
し
て
、
な
ぜ
父
母
が
そ
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
の
か
を

伝
え
る
こ
と
が
子
の
人
格
尊
重
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
父
母
が
子
に
対
し
て
負
う
「
自
己
と
同
程
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
扶
養
」
す
る
義
務
（
生
活
保
持

義
務
）
は
い
つ
ま
で
負
う
の
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
７
条
の
１
２
は
、
父
母
が
生
活
保
持
義
務
を
負
う
べ
き
「
子
」
の
範
囲
を
未
成
年
の
子
に

限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
範
囲
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
法
下
で
は
、
大
学
生

で
あ
る
成
年
の
子
に
つ
い
て
は
、
未
成
年
の
子
と
同
水
準
の
養
育
費
の
支
払
い
を
命
ず
る
裁
判
例
も
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
こ
の
よ
う
な
従
前
の
解
釈
に
直
ち
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 ２
 
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
（
新
民
法
第
８
１
７
条
の
１
２
関
係
）

 

Ｑ
 

Ａ
 

 
ど
の
よ
う
な
行
為
が
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務

に
違
反
す
る
か
。

 

 
ど
の
よ
う
な
場
合
に
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
し
た
と
評
価
さ
れ
る
か
は
、
個
別
具
体

的
な
事
情
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
次
の
各
場
合
等
に
は
、
個
別
具
体

的
な
事
情
に
よ
っ
て
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
す
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 

○
 
暴
行
、
脅
迫
、
暴
言
等
の
相
手
方
の
心
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
や
誹
謗
中
傷
、
濫
訴
等
を
す
る
場

合
 

○
 
親
権
者
の
一
方
に
よ
る
養
育
に
対
し
て
、
他
の
一
方
が
不
当
な
干
渉
を
す
る
場
合

 

○
 
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
一
方
が
何
ら
理
由
な
く
他
方
に
無
断
で
子
の
居
所

を
変
更
す
る
な
ど
す
る
場
合

 

○
 
父
母
の
協
議
や
家
庭
裁
判
所
の
調
停
・
審
判
に
よ
り
親
子
交
流
に
つ
い
て
の
定
め
が
さ
れ
た
も
の
の
、

父
母
の
一
方
が
特
段
の
理
由
な
く
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場
合

 

○
 
父
母
の
一
方
が
、
養
育
費
や
親
子
交
流
な
ど
、
子
の
養
育
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
協
議
を
理
由
な

5



 

3
 

く
一
方
的
に
拒
否
す
る
場
合

 

○
 
子
の
面
前
で
他
方
の
親
の
誹
謗
中
傷
等
す
る
場
合

 

○
 
父
母
の
一
方
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
子
の
監
護
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
に
従
わ
な
い
場
合

 

 
単
独
親
権
者
が
、

D
V
や
虐
待
か
ら
の
避
難
の
た
め
に
子

と
と
も
に
転
居
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
方
の
親
に
無
断

で
子
の
住
居
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊

重
・
協
力
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

 

単
独
親
権
者
が
子
の
居
所
指
定
権
を
行
使
す
る
場
合
で
も
、
他
方
の
親
に
対
す
る
人
格
尊
重
・
協
力
義
務

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
か
ら
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
他
方
の

親
に
無
断
で
子
を
転
居
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
人
格
尊

重
・
協
力
義
務
に
違
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
親
権
変
更
に
関
し
て
主
張
さ
れ
た
場
合
に
は
、

個
別
具
体
的
な
事
情
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
改
正
法
は
、
当
事
者
の
一
方

に
対
し
て
何
ら
か
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、

無
断
で
子
を
転
居
さ
せ
た
場
合
に
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
事
実
を
立
証
し
な
い
限
り
、
人
格
尊
重
・
協
力
義

務
違
反
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
し
、
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
は
、
加
害
者
、
被
害
者
の
双

方
が
Ｄ
Ｖ
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
勘
案
し
た
上
で
、
適
切
な
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

 

6



 

4
 

 
子
が
被
災
し
た
場
合
に
お
け
る
子
の
安
否
や
、
子
が
病
気

に
な
っ
た
際
の
体
調
等
に
つ
い
て
、
別
居
親
か
ら
同
居
親
に

対
し
て
子
の
状
況
を
問
い
合
わ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
に
応
答
し
な
い
場
合
に
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協

力
義
務
に
違
反
す
る
か
。

 

別
居
親
に
と
っ
て
も
、
被
災
時
の
子
の
安
否
や
、
子
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
は
重
要
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
の
観
点
か
ら
は
、
適
切
な
情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
。

 

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
別
居
親
に
つ
い
て
も
、
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
の
観
点
か
ら
、
被
災
時
や

子
が
病
気
の
時
に
は
様
々
な
事
情
の
た
め
に
同
居
親
が
直
ち
に
返
答
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
想
定
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

 
父
母
間
に
Ｄ
Ｖ
が
あ
っ
た
場
合
や
、
父
母
の
一
方
か
ら
子

に
対
す
る
虐
待
が
あ
っ
た
場
合
等
で
も
、
父
母
は
協
力
し
て

子
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 

 
新
民
法
８
１
７
条
の
１
２
は
、
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
を
負
う
父
母
に
文
言
上
例
外
を
設
け
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
等
の
事
案
に
お
け
る
加
害
行
為
を
行
っ
た
親
に
つ
い
て
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊

重
・
協
力
義
務
、
子
の
人
格
尊
重
義
務
に
反
し
て
い
る
と
い
え
、
そ
の
よ
う
な
親
と
の
協
力
に
つ
い
て
は
お

の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
本
条
は
、
そ
の
よ
う
に
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

ま
で
、
で
き
な
い
協
力
を
無
理
に
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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暴
言
等
が
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
す

る
と
評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮

し
て
判
断
さ
れ
る
か
。

 

 
父
母
の
一
方
の
言
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
母
の
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
、
関
係
性
の

在
り
方
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
言
動
を
し
た
理
由
や
背
景
事
情
等
の
様
々
な
事
情
を
踏
ま
え
て
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
父
母
の
一
方
が
、
他
方
に
対
し
、
繰
り
返
し
、
誹
謗
中
傷
や
人
格
を
否
定
す
る
よ

う
な
言
動
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
を
困
難
と
さ
せ
る
よ
う
な
父
母
相

互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
違
反
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
得
る
。

 

ま
た
、
父
母
の
一
方
が
、

S
N

S
な
ど
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
、
他
方
が
犯
罪
者
で
あ
る
と
一

方
的
に
主
張
す
る
行
為
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
し
得
る
行
為
で
あ
る
。

 

 
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
子
連
れ
別

居
が
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
す
る
と
評

価
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
判

断
さ
れ
る
か
。

 

 
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
一
方
が
何
ら
理
由
な
く
他
方
に
無
断
で
子
の
居
所
を

変
更
す
る
な
ど
の
行
為
を
し
た
と
き
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
っ
て
は
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協

力
義
務
に
違
反
す
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
情
と
し
て

は
、
当
該
行
為
の
動
機
や
経
緯
、
別
居
前
後
の
協
議
の
有
無
や
内
容
、
子
の
年
齢
や
子
の
意
向
の
ほ
か
、
従

前
の
父
母
と
子
と
の
関
係
や
父
と
母
と
の
関
係
な
ど
、
様
々
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

 

 
D

V
か
ら
の
避
難
の
よ
う
な
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
子
を
連
れ
て
転
居
等
を
す
る
こ
と
自
体
が
そ

れ
ら
の
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
。
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
に
違
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
親
権
変
更
に
関
し
て
主
張
さ
れ
た
場
合
に
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
改
正
法
は
、
当
事
者
の
一
方
に
対
し
て
何
ら
か
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
無
断
で
子
こ
ど
も
を
転
居
さ
せ
た
場
合
に
、
Ｄ
Ｖ
や

児
童
虐
待
の
事
実
を
立
証
し
な
い
限
り
、
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
違
反
に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
し
、
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
は
、
加
害
者
、
被
害
者
の
双
方
が
Ｄ
Ｖ
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
勘
案
し
た
上
で
、
適
切
な
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 

8



 

6
 

 
父
母
の
一
方
が
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
等
に

違
反
し
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ず
る
か
。

 

 
父
母
の
一
方
が
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
等
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
親
権
者
の
指
定
又
は
変

更
の
審
判
、
親
権
喪
失
又
は
親
権
停
止
の
審
判
等
に
お
い
て
、
そ
の
違
反
の
内
容
が
考
慮
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

 

 ３
 
家
庭
裁
判
所
が
親
権
者
の
指
定
又
は
変
更
に
つ
い
て
の
判
断
を
す
る
際
の
考
慮
要
素
（
新
民
法
第
８
１
９
条
関
係
）

 

Ｑ
 

Ａ
 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
は
、
父
母
双
方
を
親
権
者
と

す
る
か
、
そ
の
一
方
を
親
権
者
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
か
を
原
則
と
し
、
他
方
を
例
外
と
し
て
定
め
て
い
る
の

か
。

 

 
父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
す
る
旨
の
判
断
よ
り
も
、
双
方

を
親
権
者
と
す
る
判
断
の
方
が
認
め
ら
れ
や
す
い
の
か
。

 

 
こ
の
法
改
正
は
、
父
母
が
離
婚
後
も
適
切
な
形
で
子
の
養
育
に
関
わ
り
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
、

子
の
利
益
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
離
婚
後
の
親
権
者

を
父
母
双
方
と
す
る
か
、
そ
の
一
方
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
、
子
の
利
益

の
観
点
か
ら
最
善
の
判
断
を
す
べ
き
で
あ
り
、
新
民
法
第
８
１
９
条
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。

 

 
離
婚
後
の
親
権
者
を
父
母
双
方
と
す
る
か
、
そ
の
一
方
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
認
め
ら
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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父
母
の
双
方
を
親
権
者
と
し
た
場
合
に
は
、
子
は
父
母
双

方
の
家
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
養
育
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
の
か
。

 

父
母
の
双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
は
、
親
子
交
流
の
頻

度
、
養
育
費
の
額
等
に
影
響
す
る
の
か
。

 

 
父
母
の
双
方
が
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
監
護
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
別
途
、
子
の
利
益
を
最
も
優
先
し
て
、
協
議
等
に
よ
っ
て
取
決
め
を
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

 
監
護
を
分
掌
し
て
子
が
双
方
の
家
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
も
、
基
本
的
に
父
母
の
一
方
の
家
で
養
育
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
の
利
益
を
最
も
優
先
し
て
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
親
子
交
流
や
養
育
費
の
額
に
つ
い
て
も
、
別
途
、
同
様
に
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

 

子
が
複
数
い
る
場
合
、
単
独
親
権
か
共
同
親
権
か
、
単
独

親
権
の
場
合
に
親
権
者
を
父
母
の
い
ず
れ
と
す
る
か
は
子

ご
と
に
決
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
裁
判
離
婚
の
場
合
に

も
、
子
ご
と
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

 

 
協
議
離
婚
と
裁
判
離
婚
の
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
の
間
に
複
数
の
未
成
年
の
子
が
い
る
と
き

は
、
子
ご
と
に
親
権
者
を
決
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ご
と
に
、
そ
の
子
の
利

益
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
き
ょ
う
だ
い
を
別
々
の
養
育
環
境
に
置
く
こ
と
が
適
切
か
と

い
う
点
も
、
そ
の
際
の
考
慮
要
素
と
な
り
得
る
。

 

 
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
す
べ
き
か
そ
の
一
方

を
親
権
者
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
当
事
者
も
厳

密
な
証
明
に
至
ら
ず
、
裁
判
官
が
判
断
に
迷
っ
た
際
に
は
、

ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
べ
き
か
（
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７

項
各
号
の
事
由
の
有
無
は
、
い
ず
れ
の
当
事
者
が
立
証
責
任

を
負
わ
せ
る
趣
旨
か
。）
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
の
規
定
は
、
当
事
者
の
一
方
に
各
考
慮
要
素
に
つ
い
て
の
立
証
責
任
を
負
わ

せ
る
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。
同
項
は
、
双
方
当
事
者
と
も
自
ら
の
主
張
す
る
事
実
を
証
明
す
る
に
至
ら
な

い
場
合
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
い
ず
れ
の
当
事
者
の
主
張
を
採
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
る

も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
は
、
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
最
善
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

 
家
庭
裁
判
所
が
離
婚
後
の
親
権
者
の
指
定
又
は
変
更
の

裁
判
を
す
る
に
当
た
り
、
当
事
者
の
意
見
や
子
の
意
見
は
考

慮
さ
れ
る
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
で
は
、
家
庭
裁
判
所
が
離
婚
後
の
親
権
者
の
指
定
又
は
変
更
の
裁
判
を
す
る

に
当
た
り
、
父
母
と
子
と
の
関
係
、
父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
事
者
の
意
見
を
考
慮
す
る
こ
と
や
、
子
が
意
見
を
表
明
し
た
場
合
に
は
そ

10
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の
意
見
を
適
切
な
形
で
考
慮
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

 

 
D

V
・
虐
待
の
ケ
ー
ス
で
は
、
必
ず
単
独
親
権
の
定
め
を

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
の
第
１
号
及
び
第
２
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
が
単

独
親
権
の
定
め
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
第
１
号
の
「
父
又
は
母
が
子
の
心
身
に
害
悪
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
」
又
は
同
項
第
２
号
の
「
父
母
の
一
方
が
他
の
一
方
か
ら
身
体
に
対
す
る
暴
力
そ
の
他
の
心

身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
受
け
る
お
そ
れ
の
有
無
、（

親
権
者
の
指
定
等
に
つ
い
て
の
）
協
議
が

調
わ
な
い
理
由
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

と
き
」
に
は
、
裁
判
所
は
、
父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
項
第
１
号
及
び
第
２

号
は
例
示
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、「

父
母
の
双
方
を
親
権
者
と
定
め
る

こ
と
に
よ
り
子
の
利
益
を
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
は
、
単
独
親
権
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
な
い
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
、
子
の
利
益
の
た
め
、
単
独
親
権
の
定
め
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

11



 

9
 

 
父
母
間
に

D
V
が
あ
る
た
め
に
裁
判
所
が
必
ず
単
独
親

権
の
定
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
は
、
身
体
的

D
V
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
の
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
第
２
号
は
、
父
母
の
一
方
が
他
の
一
方
か
ら
身
体
に
対
す
る
暴
力
そ
の
他
の

心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
受
け
る
お
そ
れ
の
有
無
の
ほ
か
、
父
母
間
に
協
議
が
調
わ
な
い
理
由

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、「

父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
に
、
裁

判
所
が
必
ず
単
独
親
権
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
身
体
的
Ｄ
Ｖ
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
Ｄ
Ｖ
、
経
済
的
Ｄ
Ｖ
、
性
的
Ｄ
Ｖ
等
に
よ
っ
て
、
父
母
が
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
に
あ
る
場
合
等
、
親
権
の
共
同
行
使
が
困
難
な
場
合
も
、
こ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
各
号
の
父
又
は
母
が
子
の

心
身
に
害
悪
を
及
ぼ
す
「
お
そ
れ
」
や
、
父
母
の
一
方
が
他

の
一
方
か
ら
身
体
に
対
す
る
暴
力
そ
の
他
の
心
身
に
有
害

な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
受
け
る
「
お
そ
れ
」
の
有
無
は
、

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
第
１
号
に
い
う
父
又
は
母
が
子
の
心
身
に
害
悪
を
及
ぼ
す
「
お
そ
れ
」
や
、

第
２
号
に
い
う
父
母
の
一
方
が
他
の
一
方
か
ら
身
体
に
対
す
る
暴
力
そ
の
他
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及

ぼ
す
言
動
を
受
け
る
「
お
そ
れ
」
と
は
、
具
体
的
な
状
況
に
照
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
害
悪
や
暴
力
等
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
お
そ
れ
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
個
別
の
事
案

ご
と
に
、
そ
れ
を
基
礎
付
け
る
方
向
の
事
実
と
そ
れ
を
否
定
す
る
方
向
の
事
実
と
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
て

判
断
さ
れ
る
。

 

 
父
母
の
一
方
が
過
去
に
虐
待
や

D
V
を
し
た
と
い
う
事
実
は
、
今
後
の
虐
待
等
の
「
お
そ
れ
」
を
基
礎
付

け
る
方
向
の
重
要
な
事
実
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
「
お
そ
れ
」
が
肯
定
さ
れ
る
方
向
に
傾
く
大
き
な
考
慮

要
素
と
な
る
。
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1
0
 

 
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
を
理
由
と
し
て
単
独
親
権
の
定
め
を
求
め

る
た
め
に
は
、
医
師
に
よ
る
診
断
書
等
の
客
観
的
証
拠
が
必

ず
必
要
か
。

 

 
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
各
号
の
「
お
そ
れ
」
の
判
断
に
お
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
そ
れ
を

基
礎
づ
け
る
方
向
の
事
実
と
そ
れ
を
否
定
す
る
方
向
の
事
実
と
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
医

師
の
診
断
書
の
よ
う
な
、
過
去
に
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
客
観
的
な
証
拠
の
有
無
に
限
ら

ず
、
諸
般
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

 
他
方
で
、
当
事
者
が
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
ず
、
子
の
利
益
の
た

め
、
父
母
と
子
と
の
関
係
、
父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
父
母
の

双
方
を
親
権
者
と
定
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
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1
 

 
改
正
法
に
お
い
て
、
父
母
の
合
意
が
な
い
場
合
に
お
い
て

も
裁
判
所
が
父
母
双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

 

 
高
葛
藤
の
ケ
ー
ス
や
、
父
母
の
一
方
が
相
手
方
と
「
関
わ

り
た
く
な
い
」「

口
も
聞
き
た
く
な
い
」
な
ど
の
感
情
的
な

主
張
を
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
単
独
親
権
の
定
め
が
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
か
。

 

 
離
婚
後
の
親
権
者
の
定
め
に
つ
い
て
父
母
の
協
議
が
調
わ
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
が
、
離
婚
後
の
親
権
者

を
父
母
双
方
と
す
る
か
そ
の
一
方
と
す
る
か
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
、
子
の
利
益
の
観
点
か
ら

最
善
の
判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
。
父
母
の
協
議
が
調
わ
な
い
理
由
に
は
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

合
意
が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
父
母
双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
を
一
律
に
許
さ
な
い
の
は
、
か
え
っ
て

子
の
利
益
に
反
す
る
結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
は
、
裁
判
所
は
、

単
独
親
権
と
す
る
か
共
同
親
権
と
す
る
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
子
の
利
益
の
た
め
、
父
母
と
子
の
関
係
、

父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
実
質
的
・
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
際
に
は
、
父
母
の
協
議
が
調
わ
な
い
理
由
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

 
ま
た
、
裁
判
所
の
調
停
手
続
に
お
い
て
は
、
父
母
の
葛
藤
を
低
下
さ
せ
、
子
の
利
益
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
た
め
の
取
組
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
高
葛
藤
で
あ
っ
た
り
、
容
易
に
合
意
が
で
き
な
い

状
態
に
あ
っ
た
り
し
た
父
母
で
あ
っ
て
も
、
調
停
手
続
の
過
程
で
感
情
的
な
対
立
が
解
消
さ
れ
、
親
権
の
共

同
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
と
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
父
母
の
合
意
が
調
わ
な
い
た
め
に
裁
判
所
に
お
け
る
親
権
者
指
定
の
調
停
等
の
申
立
て

が
さ
れ
た
場
合
に
、
当
初
の
段
階
か
ら
父
母
双
方
を
親
権
者
と
す
る
選
択
肢
を
一
切
除
外
す
る
の
で
は
な

く
、
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
最
善
の
選
択
が
さ
れ
る
よ
う
、
当
事
者
の
合
意
形
成
に
向
け
た
運
用
を
す
る
こ

と
は
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
他
方
で
、
父
母
が
高
葛
藤
で
あ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
調
停
手
続
を
経
て
も
な

お
父
母
間
の
感
情
的
な
対
立
が
大
き
く
、
父
母
が
親
権
を
共
同
し
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
民
法
第
８
１
９
条
第
７
項
は
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
裁
判
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所
が
親
権
の
共
同
行
使
を
強
制
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
父
母
の
協
議
が
調
わ
な
い
理
由
等

の
事
情
を
考
慮
し
て
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
必

ず
単
独
親
権
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
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1
3
 

 
父
母
の
合
意
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
離
婚
後
の
父
母

双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
が
子
の
利
益
の
た
め
望
ま
し

い
場
合
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
か
。

 

 
父
母
の
合
意
が
な
く
て
も
父
母
双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
が
子
の
利
益
の
た
め
に
望
ま
し
い
例
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
該
当
し
得
る
。

 

○
 
同
居
親
と
子
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い
た
め
に
、
別
居
親
が
親
権
者
と
し
て
そ
の
養
育
に

関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
の
精
神
的
な
安
定
が
図
ら
れ
る
ケ
ー
ス

 

○
 
同
居
親
に
よ
る
子
の
養
育
に
不
安
が
あ
り
、
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
・
関
与
に
加
え
、
別
居
親
の
関
与

が
あ
っ
た
方
が
子
の
利
益
に
か
な
う
ケ
ー
ス

 

○
 
父
母
間
の
感
情
的
な
問
題
と
、
親
子
関
係
と
を
切
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
父
母
の
ケ
ー
ス

 

○
 
支
援
団
体
等
を
活
用
し
て
子
の
養
育
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー

ス
 

○
 
当
初
は
高
葛
藤
で
あ
っ
た
り
、
容
易
に
合
意
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
り
し
た
が
、
調
停
手
続
の
過

程
等
で
感
情
的
な
対
立
が
解
消
さ
れ
、
親
権
の
共
同
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

 

 
高
葛
藤
で
あ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に

「
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
」
と
認
め
ら

れ
る
か
。

 

 
父
母
間
に
協
議
が
調
わ
な
い
理
由
等
の
事
情
を
考
慮
し
、
お
よ
そ
共
同
し
て
子
の
養
育
に
関
す
る
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、「

父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
と
き
」
に
当
た
る
。
例
え
ば
、
父
母
の
一
方
が
他
の
一
方
に
対
し
て
、
誹
謗
中
傷
や
人
格
を
否

定
す
る
言
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、「

父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
」
な

場
合
に
該
当
し
得
る
。

 

 
他
方
で
、
父
母
間
に
感
情
的
な
対
立
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
相
互
の
人
格
を
尊
重
し
、
子
の
養
育
の
た
め

に
最
低
限
の
や
り
取
り
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、「

父
母
が

共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
」
と
ま
で
は
い
え
ず
、
父
母
と
子
と
の
関
係
、
父
と
母
と
の
関
係
そ
の
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他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
、
父
母
の
双
方
を
親
権
者
と
定
め
る
と
の
判
断
も
あ
り
得
る
。

 

 
親
権
者
の
変
更
の
申
立
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め

ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
考

慮
さ
れ
る
か
。

 

 
子
又
は
そ
の
親
族
は
親
権
者
変
更
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
申
立
て
は
子
の
利
益
の
た
め
必

要
が
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
裁
判
所
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
子
の
利
益
の
た
め
、
父
母
と
子
と
の
関

係
や
父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
父
母
の
一
方
が
子
の
養
育
に

関
す
る
責
任
を
こ
れ
ま
で
十
分
に
果
た
し
て
き
た
か
や
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
を
遵
守
し
て

き
た
か
も
、
考
慮
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
協
議
、
審
判
・
調
停
に
よ
っ
て
離
婚
後
共
同
親
権
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
に
、
子
が
そ
れ
以
前
の
虐
待
の
事
実
を
述
べ

た
り
、
一
方
の
親
が
自
身
の

D
V
の
被
害
を
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
単
独
親
権
者
と
す
る
親
権
者
変

更
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

 
親
権
者
の
変
更
の
申
立
て
は
、
子
の
利
益
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
、
父
母
と
子
と
の
関
係

や
父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
度
親
権
者
を
定
め
て
い
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
前
回
親
権
者
を
定
め
た
時
よ
り
前
の
重
要
な
事
情
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
よ

う
な
事
情
も
考
慮
さ
れ
得
る
。

 

 
改
正
法
の
施
行
前
に
離
婚
を
し
た
父
母
は
、
父
母
の
双
方

を
親
権
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

 
改
正
法
施
行
後
は
、
そ
れ
ま
で
に
離
婚
し
て
い
る
父
母
も
、
父
母
の
双
方
を
親
権
者
と
す
る
こ
と
を
含
む

親
権
者
の
変
更
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
は
、
子
の
利
益
の
た
め
、
父
母
と
子
と
の
関
係
や

父
と
母
と
の
関
係
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

そ
の
際
に
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
、
父
母
の
一
方
が
子
の
養
育
に
関
す
る
責
任
を
こ
れ
ま
で

17



 

1
5
 

十
分
に
果
た
し
て
き
た
か
や
、
父
母
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
を
遵
守
し
て
き
た
か
も
考
慮
要
素
の
一

つ
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
Ｄ
Ｖ
等
を
背
景
と
し
て
、
協
議
離
婚
に
お
い
て
不
適
正
な

過
程
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
親
権
者
の
定
め
が
さ
れ
た
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

 

 
協
議
離
婚
の
際
に
、
Ｄ
Ｖ
等
を
背
景
と
す
る
不
適
正
な
過
程
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
親
権
者
の
定
め
が
さ

れ
た
場
合
に
は
、
子
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
新

民
法
第
８
１
９
条
第
８
項
は
、
親
権
者
の
変
更
の
裁
判
に
お
い
て
、
家
庭
裁
判
所
が
父
母
の
協
議
の
経
過
そ

の
他
の
事
情
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
明
確
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
協
議
の
経
過
を
考
慮
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
父
母
の
一
方
か
ら
他
方
へ
の
暴
力
等
の
有
無
、
調
停
又
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
の
有
無
等
の
事
情
を

も
勘
案
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 
加
え
て
、
同
条
第
７
項
は
、
親
権
者
変
更
の
場
合
に
お
い
て
も
、
Ｄ
Ｖ
等
の
事
情
に
よ
り
父
母
が
共
同
し

て
親
権
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
単
独
親
権
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い

る
。

 

 
別
居
親
が
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
理
由

な
く
長
年
に
わ
た
っ
て
養
育
費
の
支
払
を
し
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
な
場
合
で
も
、
共
同
親
権
へ
の
変
更
の
申
立
て
を
し

た
際
に
、
そ
の
よ
う
な
変
更
の
申
立
て
は
認
め
ら
れ
る
か
。

 

 

 
親
権
者
変
更
の
判
断
に
お
い
て
、
親
権
者
変
更
を
求
め
る
親
が
養
育
費
の
支
払
の
よ
う
な
子
の
養
育
に
関

す
る
責
任
を
こ
れ
ま
で
十
分
に
果
た
し
て
き
た
か
は
、
重
要
な
考
慮
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
別
居
親
が
本
来
で
あ
れ
ば
支
払
う
べ
き
養
育
費
の
支
払
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
合
理
的
な
理

由
も
な
く
怠
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
は
、
共
同
親
権
へ
の
親
権
者
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
方
向
に
大
き
く
働

く
事
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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1
6
 

 
離
婚
後
に
共
同
親
権
と
定
め
た
も
の
の
、
別
居
親
が
養
育

費
の
支
払
を
し
な
い
場
合
に
は
、
同
居
親
の
単
独
親
権
へ
の

親
権
者
変
更
の
申
立
て
は
認
め
ら
れ
る
か
。

 

 
離
婚
後
に
共
同
親
権
と
定
め
た
も
の
の
、
別
居
親
が
養
育
費
の
支
払
を
し
な
い
場
合
に
は
、
養
育
費
の
支

払
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
事
情
に
よ
っ
て
は
、
同
居
親
の
単
独
親
権
に
変
更
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
の
判

断
が
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
濫
用
的
な
親
権
者
変
更
の
申
立
て
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ
る
か
。

 

 
現
行
の
家
事
事
件
手
続
法
に
よ
れ
ば
、
家
事
調
停
に
つ
い
て
は
、
不
当
な
目
的
で
み
だ
り
に
調
停
の
申
立

て
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
調
停
手
続
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
事
件
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
家
事
審
判
つ
い
て
も
、
家
事
審
判
の
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
る
と
き
又
は
申
立
て
に
理
由

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
そ
の
申
立
書
の
写
し
を
相
手
方
に
送
付
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
親
権
者
変
更
に
つ
い
て
濫
用
的
な
申
立
て
が
さ
れ
た
場
合
に
も
、
こ
う
し
た
対
応
が
可
能
で
あ
る
。 

 ４
 
親
権
の
行
使
方
法
等
（
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
関
係
）

 

Ｑ
 

Ａ
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1
7
 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
父
母
の
婚
姻
中
と
離
婚
後

の
双
方
に
適
用
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方

が
親
権
者
で
あ
る
場
合
と
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
が
親
権
者

で
あ
る
場
合
と
で
、
親
権
の
行
使
方
法
は
異
な
る
の
か
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
父
母
の
婚
姻
中
と
離
婚
後
の
双
方
に
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
条
は
、
親

権
の
行
使
方
法
に
つ
い
て
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
と
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
が
親
権

者
で
あ
る
場
合
と
で
、
異
な
る
取
扱
い
を
要
求
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

旧
民
法
の
下
で
こ
れ
ま
で
は
父
母
の
一
方
が
単
独
で
親
権

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
父

母
双
方
が
親
権
を
共
同
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
の
か
。

 

 
旧
民
法
は
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
の
親
権
の
行
使
方
法
に
つ
い
て
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権

を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
た
が
、
親
権
の
単
独
行
使
が
可
能
な
範
囲
が
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
範

囲
が
不
明
確
で
あ
っ
た
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
旧
民
法
の
解
釈
を
明
確
化
す
る
趣
旨
で
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場

合
で
あ
っ
て
も
そ
の
一
方
に
よ
る
親
権
の
単
独
行
使
が
可
能
で
あ
る
範
囲
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
旧
民
法
の
下
で
の
解
釈
に
よ
っ
て
親
権
の
単
独
行
使

が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
の
新
設
に
よ
っ
て
、
そ
の
単
独
行
使
が
可
能

な
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
に
お
い
て
、「

親
権
は
、
父
母

が
共
同
し
て
行
う
」
と
定
め
て
い
る
趣
旨
は
、
子
の
た
め
の

契
約
の
締
結
等
の
親
権
行
使
の
際
に
、
父
母
双
方
の
署
名
・

押
印
を
必
須
と
す
る
趣
旨
か
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
が
親
権
を
「
父
母
が
共
同
し
て
行
う
」
と
定
め
る
趣
旨
は
、
旧
民
法
の
解
釈
と

同
様
に
、
身
上
監
護
や
財
産
管
理
等
の
親
権
行
使
が
、
父
母
の
共
同
の
意
思
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

父
母
の
共
同
の
意
思
で
の
決
定
に
は
、
父
母
の
共
同
の
名
義
に
よ
っ
て
親
権
の
行
使
を
し
た
場
合
の
み
な
ら

ず
、
例
え
ば
、
父
母
の
一
方
が
、
他
方
の
同
意
を
得
て
、
単
独
名
義
で
親
権
の
行
使
を
す
る
場
合
も
含
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
の
他
方
の
親
権
者
の
同
意
は
、
黙
示
的
な
も
の
で
も
よ
い
。
そ
の
た
め
、

子
の
た
め
の
契
約
の
締
結
等
の
親
権
行
使
の
際
に
、
父
母
双
方
の
署
名
・
押
印
が
必
須
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。

 

 
旧
民
法
の
下
で
は
、
実
務
上
、
契
約
書
等
へ
の
父
母
の
一
方
の
署
名
押
印
を
も
っ
て
他
方
の
黙
示
的
な
同
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1
8
 

意
を
推
定
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
こ
の
よ
う

な
実
務
的
な
取
扱
い
を
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 
共
同
で
親
権
を
行
使
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
相
手
方
に

連
絡
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
事
が
な
い
場
合
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

 

 
共
同
で
親
権
を
行
使
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
他
方
の
親
に
対
し
て
協
議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

協
議
を
求
め
た
事
柄
の
性
質
や
、
父
母
間
の
関
係
等
に
照
ら
し
て
相
当
な
期
間
内
に
、
反
応
が
な
か
っ
た
り
、

特
定
の
態
度
を
示
さ
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
手
方
か
ら
黙
示
的
な
同
意
が
あ
っ
た
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
面
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
な
お
、
子
の
利
益
の
た
め
に
急
迫
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
単
独
で
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
１
項
第
３
号
）。

 

 
共
同
親
権
下
に
お
い
て
、
新
民
法
８
２
４
条
の
２
第
１
項

又
は
第
２
項
の
例
外
事
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方

の
親
が
他
方
に
無
断
で
、
子
を
代
理
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

代
理
の
効
果
は
子
に
帰
属
す
る
か
。

 

 
親
権
の
共
同
行
使
を
要
す
る
場
面
に
お
い
て
、
父
母
の
一
方
が
他
方
に
無
断
で
子
の
代
理
権
を
行
使
し
た

場
合
に
は
、
無
権
代
理
と
し
て
そ
の
代
理
の
効
果
は
子
に
帰
属
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
父
母
の
一
方
が
、
父

母
の
「
共
同
の
名
義
」
で
子
の
代
理
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
相
手
方
が
悪
意
で
な
い
限
り
、
代
理
の
効

力
は
妨
げ
ら
れ
な
い
（
民
法
第
８
２
５
条
）。

 

 
こ
れ
に
対
し
、「

単
独
の
名
義
」
で
子
の
代
理
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
相
手
方
は
民
法
第
８
２
５
条
に

よ
っ
て
は
保
護
さ
れ
な
い
が
、
相
手
方
が
父
母
の
一
方
に
権
限
が
あ
る
と
信
ず
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
民
法
第
１
１
０
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。

 

21



 

1
9
 

 
共
同
で
親
権
を
行
使
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
父
母
の
共

同
の
意
思
決
定
を
経
る
こ
と
な
く
、
父
母
の
一
方
が
単
独
で

親
権
行
使
を
し
た
場
合
に
は
、
親
権
行
使
の
相
手
方
は
何
ら

か
の
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
は
あ
る
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。

 

 
一
般
論
と
し
て
、
親
権
行
使
の
相
手
方
は
、
必
ず
し
も
親
権
や
監
護
権
に
関
す
る
情
報
を
知
り
得
る
立
場

に
は
な
い
か
ら
、
父
母
の
一
方
が
単
独
で
親
権
行
使
を
し
た
場
合
に
、
何
ら
か
の
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
は

多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
親
権
や
監
護
権
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
お
け
る
不
法
行
為
責

任
の
成
否
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
基
づ
き
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
１
項
第
３
号
（
急
迫
の
事

情
）
や
同
条
２
項
（
日
常
行
為
）
に
よ
っ
て
単
独
で
親
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
現
に
子
を
監
護
し
て
い
る

親
の
み
か
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
１
項
第
３
号
（
急
迫
の
事
情
）
や
同
条
２
項
（
日
常
行
為
）
に
よ
っ
て
単
独

で
親
権
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
親
に
限
定
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
特
に
急
迫
の
事
情
が
あ
る
場
面
に
つ

い
て
は
、
適
時
の
親
権
行
使
を
要
す
る
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
現
に
子
を
監
護
し
て
い
る
親
が
行
使
す
る
場
面

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
父
母
が
双
方
で
行
う
べ
き
親
権
行
使
（
子
の
転
居
等
）
を
、

新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
１
項
の
例
外
事
由
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
親
が
他
方
に
無
断
で
行
っ
た
場
合

に
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

 
共
同
で
行
使
す
べ
き
親
権
を
相
手
方
に
無
断
で
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
経
緯
や
態
様
に
よ
っ
て
は
、

親
権
者
の
指
定
、
変
更
の
審
判
や
親
権
喪
失
、
親
権
停
止
の
審
判
等
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
他
方
の
親
権
に
対
す
る
侵
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
損
害
賠
償
義
務
等
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。 
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2
0
 

 
「
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
と
は
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
と
き
は
、
親
権
は
父
母
が
共
同
し
て
行
う
こ

と
と
し
た
上
で
、
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
親
権
の
単
独
行
使
が
可
能
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

 

 
「
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
と
は
、
父
母
の
協
議
や
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を
経
て
い

て
は
、
適
時
に
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
子
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
よ
う
な
場
合
を
い
う
。
個
別
具
体
の
状
況
に
よ
る
が
、
例
え
ば
、

 

○
 

D
V
や
虐
待
か
ら
の
避
難
（
子
の
転
居
な
ど
を
含
む
）
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

 

※
 
現
に

D
V
や
虐
待
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
と
き
や
そ
の
直
後
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
加
害
行
為
が
現
に

行
わ
れ
て
い
な
い
間
も
、
急
迫
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
状
態
が
継
続
し
得
る
。

 

○
 
子
に
緊
急
の
医
療
行
為
を
受
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合

 

○
 
入
学
試
験
の
結
果
発
表
後
に
入
学
手
続
き
の
期
限
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

 

な
ど
で
あ
る
。

 

 
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
そ
の
子
が
置
か
れ
た
状
況
や
父
母

の
意
見
対
立
の
状
況
等
、
様
々
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
か
ら
避
難
中
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情

も
そ
の
考
慮
要
素
に
な
り
得
る
。

 

 
父
母
間
の
深
刻
な
意
見
対
立
等
に
よ
り
、
父
母
の
協
議
や
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を
経
て
い
て
は
適
時
の

親
権
行
使
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
る
よ
う
な
場
合
も
、
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
に
当
た
り

得
る
。
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「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
と
は
何
か
。

 
 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
は
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
と
き
は
、
親
権
は
父
母
が
共
同
し
て
行
う
こ

と
と
し
た
上
で
、
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
親
権
の
単
独
行
使
が
可
能
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

 

 
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
と
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
生
ず
る
身
上
監
護
に
関
す
る
行

為
で
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
を
指
し
て
い
る
。

 

 
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
を
単
独
で
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
親
権
者
の
う
ち
子
と
同
居
す
る
者

に
限
ら
れ
る
か
。

 

 
日
常
の
行
為
に
係
る
親
権
の
単
独
行
使
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
趣
旨
は
、
実
際
に
目
の
前
で
子
を
世
話
し

て
い
る
親
が
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
日
常
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
単
独
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
２
項
は
、
日
常
の
行
為
の
行
為
主
体
を
子
と
同
居
す
る
親
に
制
限
し
て
い
な

い
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
子
と
別
居
す
る
親
権
者
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
親
子
交
流
の
機
会
の
よ
う
に
実
際
に

子
の
世
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
別
居
の
親
権
者
が
単
独
で
日
常
の
行
為
に
係
る
親
権

行
使
を
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
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子
の
日
々
の
身
の
回
り
の
世
話
は
、「

監
護
及
び
教
育
に

関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
子
の
食
事
や
服
装
、
髪
の
色
、
人
付
き
合
い
な
ど
の
よ
う
に
、
日
々
の
生
活
の
中
で
生
ず
る
身
上
監
護
に

関
す
る
行
為
で
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
は
、「

日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
。
も
っ
と

も
、
こ
う
し
た
事
項
に
つ
い
て
も
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
日
常
の
行

為
に
は
該
当
し
な
い
。

 

 
子
と
同
居
す
る
父
母
の
一
方
が
日
常
的
な
行
為
に
係
る

親
権
行
使
を
し
た
後
に
、
子
と
別
居
す
る
他
方
が
当
該
行
為

と
矛
盾
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
か
。

 

 
親
権
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
父
母
の
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
、
子
の
人
格
尊
重
義
務
に
加
え
、

親
権
は
子
の
利
益
の
た
め
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
同
居
親
が
親
権
行
使
を
し
た
後
に
、
別
居
親
が
こ
れ
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
親
権
行
使
を
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
に
よ
り
子
が
被
る
不
利
益
の
内
容
及
び
程
度
や
、
そ
の
矛
盾
す
る
よ
う
な
親
権
行
使
の
目
的
な
ど
の
諸

般
の
事
情
に
照
ら
し
、
別
居
親
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
権
利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
得

る
。

 

 
子
の
居
所
に
関
す
る
判
断
（
転
居
等
）
は
、「
監
護
及
び
教

育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。
ま
た
、
そ
の

判
断
が
「
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
に

該
当
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

 

 
子
の
転
居
は
、
そ
の
移
動
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
は
子
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
得
る
た
め
、

同
一
学
区
内
の
転
居
も
含
め
て
、
基
本
的
に
は
日
常
の
行
為
に
は
該
当
し
な
い
。

 

 
他
方
で
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
か
ら
の
避
難
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、「

急
迫
の
事
情
」
が
あ
る
と
き
に
当
た

る
。
ま
た
、
こ
の
「
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
」
は
殴
る
・
蹴
る
等
の
身
体
的
な
暴
力
を
伴
う
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。

 

こ
の
よ
う
な
急
迫
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
現
に
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
き
や
そ
の
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直
後
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
加
害
行
為
が
現
に
行
わ
れ
て
い
な
い
間
も
、
急
迫
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
状
態
が

継
続
し
得
る
。

 

 
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
か
ら
の
避
難
と
い
う
事
情
が
な
い
場
合
、
例
え
ば
同
居
親
の
国
内
転
勤
等
に
伴
っ
て
子
を
転

居
さ
せ
る
場
合
に
、「

子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
と
い
え
る
か
は
、
転
勤
が
決
ま
っ
た
後

の
父
母
間
の
協
議
状
況
や
別
居
親
が
子
の
転
居
に
同
意
し
な
い
理
由
等
の
個
別
の
事
情
を
踏
ま
え
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

 
子
の
旅
行
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護
及
び
教
育
に
関
す

る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
通
常
の
期
間
で
、
観
光
等
を
目
的
と
す
る
旅
行
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
「
日
常
の
行
為
」
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 

海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
同
行
者
の
有
無
、
そ
の
目
的
、
期
間
等
が
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え

ば
、
短
期
間
の
観
光
目
的
で
の
海
外
旅
行
は
、
通
常
は
「
日
常
の
行
為
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
学
校
教
育
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
「
監
護
及
び

教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
し
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
該
当
し
な
い
か
。

 

 
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
と
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
生
ず
る
身
上
監
護
に
関
す
る
行

為
で
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
を
指
す
。

 

【
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
例
】

 

○
 
就
学
時
の
健
康
診
断
の
受
診

 

○
 
学
校
給
食
に
係
る
手
続
（
給
食
費
の
納
付
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
係
る
連
絡
等
）

 

○
 
出
欠
の
連
絡
、
個
々
の
教
育
活
動
（
宿
泊
活
動
、
水
泳
授
業
、
そ
の
他
の
学
校
行
事
等

)へ
の
参
加
の
同

意
の
意
思
表
示

 

○
 
学
校
が
行
う
教
育
相
談
へ
の
対
応
（
家
庭
訪
問
、
三
者
面
談
へ
の
出
席
等
）、

子
の
学
校
生
活
に
関
す
る

照
会

 

【
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
例
】
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○
 
入
学
、
退
学
、
転
学
、
留
学
、
休
学
等
手
続
（
願
書
の
提
出
、
初
年
度
や
毎
年
の
授
業
料
の
納
付
、
退

学
に
関
す
る
申
請
等

) 

○
 
就
学
校
変
更
の
申
立
て
、
就
学
校
に
関
す
る
意
見
聴
取
へ
の
応
答
、
区
域
外
就
学
の
手
続

 

○
 
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
意
見
聴
取
へ
の
応
答

 

○
 
就
学
義
務
の
猶
予
・
免
除
に
関
す
る
申
請

 

○
 
出
席
停
止
の
命
令
に
関
す
る
意
見
聴
取
へ
の
応
答

 

○
 
長
期
間
の
交
換
留
学
制
度
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
制
度
へ
の
参
加

 

 
学
校
教
育
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
場
合
が
「
子
の
利
益

の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
手
続
の
期
限
が
間
近
に
迫
り
、
父
母
間
の
協
議
や
家
庭
裁
判
所
の
手
続
を
経
て

い
て
は
、
適
時
に
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
子
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
よ
う
な
場
合
は
、「

子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
具
体
的
な
場
面
に
お
け
る
「
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
の
判

断
に
お
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

○
 
入
学
手
続
（
願
書
の
提
出
、
授
業
料
の
納
付
等
）

 

○
 
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
意
見
聴
取
へ
の
応
答

 

○
 
出
席
停
止
の
命
令
に
関
す
る
意
見
聴
取
へ
の
応
答

 

学
校
教
育
に
お
け
る
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行

為
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
権
者
か
ら
矛
盾
す
る
内
容

の
意
思
を
示
さ
れ
た
場
合
、
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
（
例
え
ば
、
修
学
旅
行
等
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
に
同

居
親
が
賛
成
し
て
、
別
居
親
が
反
対
し
て
い
る
と
い
う
状
況

 
修
学
旅
行
を
含
め
た
子
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
に
関
す
る
判
断
は
、
通
常
は
「
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
居
親
は
、
単
独
で
そ
の
決
定

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
親
権
者
双
方
か
ら
矛
盾
し
た
内
容
の
意
思
が
示
さ
れ
た
場
合
、
親
権

者
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
の
観
点
及
び
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
協
議
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
は
親
権
者
に
事
実
関
係
を
確
認
し
、
親
権
者
の
協
議
の
結
果
に
基
づ
い
て
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で
は
、
子
は
学
校
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
。）
。

 

対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
最
終
的
に
親
権
者
双
方
の
協
議
を
経
て
も
考
え
が
異
な
る
場
合
に
は
、

学
校
は
「
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
も
の
は
同
居
親
が
単
独
で
そ
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

 

 
学
校
教
育
に
お
け
る
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の

行
為
」
に
該
当
し
な
い
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
権

者
か
ら
矛
盾
す
る
意
思
を
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
学
校
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
。

 

 
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
使
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
学
校
に
お
い
て
、
父
母
の
意
見
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
場
合
に
は
、
有
効
な
親
権
行
使
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
学
校
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
は
特
定
事
項
に
関
す
る
親
権
行
使
者
の
指
定
の
審
判
等
の
方

法
を
教
示
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

 
他
方
で
、
親
権
行
使
が
さ
れ
る
べ
き
期
限
が
迫
っ
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
子
の
意
思
が
父
母
の
一
方
と

一
致
し
て
い
る
等
の
個
々
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
父
母
の
一
方
が
即
時
に
単
独
で
親
権
行
使
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
「
子
の
利
益
の
た
め
急
迫
な
事
情
が
あ
る
」
と
い
え
る
場
合
に
は
、
当
該
親
の
親
権
行
使
を
有
効
な

も
の
と
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

親
権
を
持
つ
別
居
親
か
ら
運
動
会
や
卒
業
式
等
の
学
校

行
事
へ
の
参
加
の
希
望
を
受
け
た
場
合
、
学
校
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
か
。

 

運
動
会
や
卒
業
式
等
、
学
校
が
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
学
校
行
事
に
つ
い
て
、
親
権

者
と
し
て
事
前
に
申
し
出
て
い
る
者
か
ら
参
加
希
望
が
あ
っ
た
際
に
は
、
基
本
的
に
、
学
校
は
そ
の
親
権
者

の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

一
方
、
学
校
が
同
居
親
か
ら
事
前
に
別
居
親
の
参
加
の
制
限
に
関
す
る
申
し
出
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ

て
、
そ
の
内
容
が
そ
れ
以
前
に
親
権
者
か
ら
申
し
出
ら
れ
て
い
る
協
議
結
果
と
異
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
親

権
者
間
の
協
議
結
果
が
学
校
に
対
し
て
申
し
出
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
学
校
は
、
親
権
者
間
で
協
議
し
、

そ
の
結
果
を
学
校
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
学
校
に
は
親
権
者
間
の
協
議
の
内
容
の
是
非
を
判
断
す
る
権
限
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
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別
居
親
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
親
権
者
が
、
事
前
に
協
議
を
行
い
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等

に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
こ
と
が
、
学
校
に
お
け
る
円
滑
な
対
応
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

な
お
、
運
動
会
や
卒
業
式
等
の
学
校
が
保
護
者
に
参
加
を
求
め
て
い
る
も
の
に
参
加
す
る
行
為
は
、
通
常

は
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で

あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
各
親
権
者
は
単
独
で
自
己
の
参
加
に
関
す
る
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
父
母
が
学
校
行
事
の
現
場
で
高
葛
藤
状
態
に
あ
り
、
そ
の
参
加
が
学
校
行
事
の
運
営
に
混
乱
を
来
す
可

能
性
が
高
い
と
い
っ
た
理
由
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
学
校
は
、
学
校
管
理
の
観
点
か
ら
、
行
事
参
加
を
制

限
す
る
と
い
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

子
の
習
い
事
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護
及
び
教
育
に
関

す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
子
の
習
い
事
に
関
す
る
判
断
は
、
通
常
は
、「

日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
。

 

29



 

2
7
 

 
子
の
宗
教
教
育
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護
及
び
教
育

に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
礼
儀
作
法
に
関
す
る
も
の
か
ら
子
の
進
路
に
影
響
す
る
も
の
ま
で

様
々
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
で
生
ず
る
身
上
監
護
に
関
す
る
行
為

で
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
は
、「

日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
。

 

 
子
の
就
職
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護
及
び
教
育
に
関
す

る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
高
校
生
が
放
課
後
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
よ
う
な
場
合
は
、「

日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
。

 

 
長
期
間
勤
務
す
る
会
社
へ
の
就
職
の
許
可
な
ど
の
よ
う
に
、
子
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を
与
え
得
る
も
の

は
、「

日
常
の
行
為
」
に
該
当
し
な
い
。

 

 
子
の
財
産
管
理
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護
及
び
教
育
に

関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
財
産
管
理
は
、
監
護
又
は
教
育
に
関
す
る
行
為
で
は
な
い
。

 

 
子
の
氏
の
変
更
や
養
子
縁
組
に
関
す
る
判
断
は
、「

監
護

及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
該
当
す
る
か
。

 

 
子
の
氏
の
変
更
や
養
子
縁
組
に
関
す
る
判
断
は
、
子
の
身
分
関
係
に
関
す
る
行
為
で
あ
り
、
監
護
又
は
教

育
に
関
す
る
行
為
に
該
当
し
な
い
。

 

 
「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」（

子
の
学
習

塾
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
）
に
関
し
、
父
母
の
意
見
に
食
い
違
い

が
大
き
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
れ
ば
よ
い
の

か
。
父
母
の
一
方
が
単
独
で
親
権
を
行
使
し
た
後
、
他
方
の

 
日
常
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
父
母
も
、
単
独
で
親
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
就
労
に
つ
い
て
の
許
可
も
含
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
父
母
の
考
え
が

異
な
る
場
合
に
は
、
父
母
は
、
相
互
の
人
格
尊
重
・
協
力
義
務
の
観
点
及
び
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
協
議

を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
他
方
が
親
権
を
行
使
し
た
後
で
こ
れ
と
矛
盾
す
る
親
権
行
使
を
し
た
場
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親
が
事
後
的
に
不
当
に
矛
盾
す
る
行
為
を
と
り
続
け
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

 

合
に
は
、
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
権
利
の
濫
用
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
父
母
間
の
対
立
が
激
し
く
、
解
決
が
困
難
な
場
合
に
は
、
最
終
的
に
は
、
監
護
者
指
定
、
親
権
者
変
更
の

調
停
・
審
判
等
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
審
理
に
お
い
て
は
、
申
立
て
に
至
る
経
過
等
も
考

慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
３
項
に
よ
り
家
庭
裁
判
所

が
親
権
行
使
者
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
特
定
の
事
項
」

と
は
何
か
。

 

 
新
民
法
８
２
４
条
の
２
第
３
項
は
、「

特
定
の
事
項
」
に
係
る
親
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
が
当

該
事
項
に
係
る
親
権
の
行
使
を
父
母
の
一
方
が
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
特
定
の
事
項
」
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を
行
う
べ
き

事
項
を
意
味
し
て
い
る
。「

監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
関
す
る
事
項
や
、「

子
の
利
益
の
た

め
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
」
の
親
権
行
使
の
対
象
と
な
る
事
項
は
、「

特
定
の
事
項
」
に
は
該
当
し
な
い
。 

 
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
３
項
の
親
権
行
使
者
の
指
定

は
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
・
審
判
以
外
に
よ
っ
て
も
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
。

 

 
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
３
項
の
親
権
行
使
者
の
指
定
は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
等
に
よ
っ
て
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
私
的
文
書
で
同
項
の
指
定
を
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 

た
だ
し
、
通
常
の
取
引
の
場
面
で
は
、
共
同
親
権
下
の
子
に
つ
い
て
、
父
母
間
で
当
該
子
の
親
権
行
使
を

父
母
の
一
方
が
専
ら
行
う
こ
と
を
事
実
上
合
意
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
親
が
他
方
親
の
同
意
を
得
た
上

で
共
同
名
義
に
よ
っ
て
代
理
行
為
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
単
独
名
義
で
代
理
行
為
等
を
す
る
こ
と
も

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

他
方
で
、
例
え
ば
、
裁
判
手
続
の
場
面
で
は
、
裁
判
手
続
の
安
定
性
の
観
点
か
ら
別
途
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
例
え
ば
、
少
な
く
と
も
裁
判
を
開
始
す
る
行
為
（
訴
訟
提
起
、
家
事
審
判
の
申
立
て
等
）
に
つ
い

て
は
、
共
同
親
権
者
双
方
の
名
義
で
行
う
か
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
等
に
よ
っ
て
当
該
裁
判
手
続
に
係
る
親

権
行
使
者
の
指
定
を
受
け
た
父
又
は
母
が
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
監
護
の
分
掌
」
と
は
何
か
。

 
 
監
護
の
分
掌
と
は
、
子
の
監
護
を
父
母
が
分
担
す
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
子
の
監
護
を
担
当
す
る
期

間
を
分
担
す
る
こ
と
や
、
監
護
に
関
す
る
事
項
の
一
部
（
例
え
ば
教
育
に
関
す
る
事
項
な
ど
）
を
父
母
の
一

方
に
委
ね
る
こ
と
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
新
民
法
第
７
６
６
条
第
１
項
は
、
離
婚
時
に
父
母
の
協
議
に
よ
り

養
育
計
画
の
作
成
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
離
婚
時
に
父
母
の
協
議
に
よ
り
定
め
る
事
項
と

し
て
監
護
の
分
掌
を
明
記
し
た
。

 

 
「
監
護
の
分
掌
」
と
親
子
交
流
と
は
何
が
違
う
の
か
。「
監

護
の
分
掌
」
の
定
め
を
し
た
場
合
に
は
、
養
育
費
に
つ
い
て

現
行
法
と
は
異
な
る
扱
い
が
さ
れ
る
の
か
。

 

 
「
監
護
の
分
掌
」
と
は
、
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
監
護
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
定
め
る

も
の
で
あ
る
。
養
育
費
は
、
子
の
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
子
の
利
益
の
観
点
か
ら
適
切
に
定
め
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
改
正
法
施
行
後
も
変
更
は
な
い
。

 

 
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
か
そ
の
一
方
が
親
権
者
で

あ
る
か
や
、
特
定
事
項
に
係
る
親
権
行
使
者
が
定
め
ら
れ
て

い
る
か
及
び
そ
れ
が
父
母
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
、
公
的
な

文
書
に
記
録
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
親
権
行
使
の
受
け
手
と

な
る
学
校
や
病
院
等
は
、
誰
が
親
権
者
で
あ
る
か
を
ど
の
よ

う
に
把
握
す
べ
き
か
。

 

 
父
母
の
離
婚
後
の
子
の
親
権
者
に
つ
い
て
は
、
子
の
戸
籍
に
記
録
さ
れ
る
（
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
に
は

記
録
さ
れ
な
い
。）
。
他
方
で
、
特
定
事
項
に
係
る
親
権
行
使
者
が
定
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
こ
と
は
戸

籍
に
記
載
さ
れ
な
い
が
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
・
審
判
で
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
調
停
調
書
・
審
判

書
に
そ
の
内
容
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

 
親
権
行
使
の
受
け
手
側
が
子
の
親
権
者
が
誰
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
民
法
に
特
段
の

規
定
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
で
も
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
即
し
て
、
父
母
の
申
告
等
に
基
づ
い
て
適

切
に
判
断
さ
れ
て
い
た
。
改
正
法
は
こ
れ
ま
で
の
実
務
的
な
取
扱
い
を
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
は
親
権
や
監
護
権
に
関
す
る
情
報
を
知
り
得
る
立
場
に
な
い
こ
と

か
ら
、
親
権
者
が
学
校
等
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。

 

 
ま
た
、
子
が
学
校
に
在
学
し
て
い
る
期
間
中
に
親
権
者
の
指
定
変
更
や
、
特
定
事
項
に
係
る
親
権
行
使
者
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の
定
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
が
そ
の
事
実
を
把
握
す
る
た
め
に
、
親
権
者
が
学
校

等
に
対
し
て
そ
の
旨
の
申
告
等
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
や
監
護
の
分
掌
の
定
め
の
有
無
・

内
容
は
、
公
的
な
文
書
に
記
録
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
親
権

行
使
の
受
け
手
と
な
る
学
校
や
病
院
等
は
そ
の
定
め
の
有

無
・
内
容
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
か
。

 

 
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
や
監
護
の
分
掌
の
定
め
の
有
無
・
内
容
は
、
戸
籍
に
は
記
録
さ
れ
な
い
。
父
母
間

の
協
議
に
よ
る
定
め
に
つ
い
て
は
特
に
公
的
な
文
書
は
作
成
さ
れ
な
い
が
（
公
正
証
書
を
作
成
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。）
、
家
庭
裁
判
所
の
調
停
・
審
判
に
よ
っ
て
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
や
監
護
の
分
掌
の
定
め
が

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
調
停
調
書
・
審
判
書
に
そ
の
内
容
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

 
親
権
行
使
の
受
け
手
側
が
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
や
監
護
の
分
掌
の
定
め
の
有
無
・
内
容
を
把
握
す
る
方

法
に
つ
い
て
は
、
民
法
に
特
段
の
規
定
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
即
し
て
、
父
母
の
申
告
等
に
基
づ

い
て
適
切
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
改
正
法
は
こ
れ
ま
で
の
実
務
的
な
取
扱
い
を
変

更
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
は
親
権
や
監
護
権
に
関
す
る
情

報
を
知
り
得
る
立
場
に
な
い
こ
と
か
ら
、
親
権
者
が
学
校
等
に
対
し
て
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
等
を
申
告
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 
ま
た
、
子
が
学
校
に
在
学
し
て
い
る
期
間
中
に
子
の
監
護
を
す
べ
き
者
や
監
護
の
分
掌
の
定
め
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
が
そ
の
事
実
を
把
握
す
る
た
め
に
、
親
権
者
が
学
校
等
に
対
し
て
そ
の

旨
の
申
告
等
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 ５
 
そ
の
他

 

Ｑ
 

Ａ
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3
1
 

 
各
種
施
設
を
親
子
交
流
の
場
と
し
た
い
旨
の
希
望
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
管
理
者
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
。
父
母
の
協
議
に
お
い
て
、
親
子
交
流
の
場
所
を

当
該
施
設
と
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
管
理
者
は
親

子
交
流
の
実
施
場
所
を
必
ず
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

 
 

 
父
母
間
の
協
議
は
当
該
施
設
の
管
理
者
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
父
母
間
の
協
議
に
お

い
て
親
子
交
流
の
場
所
が
定
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
施
設
等
を
親
子
交
流
の
場
所
と
し
て
提
供

す
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
施
設
等
の
管
理
者
に
お
い
て
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
施
設
管
理
等
の
観
点
か
ら
、

適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 

 
他
方
で
、
父
母
又
は
そ
の
代
理
人
に
お
い
て
は
、
各
種
施
設
に
お
い
て
親
子
交
流
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
当
該
施
設
の
管
理
者
へ
父
母
間
の
協
議
の
状
況
等
を
説
明
し
、
か
つ
施
設
の
利
用
条
件
・
開
館

日
時
等
を
確
認
し
、
そ
の
範
囲
内
で
利
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

 

 
共
同
親
権
下
に
あ
る
子
に
つ
い
て
、
父
母
の
一
方
が
再
婚

し
た
相
手
と
子
と
で
養
子
縁
組
を
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。
養
子
縁
組
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
親
権
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
。

 

 
１
５
歳
未
満
の
子
を
養
子
と
す
る
縁
組
に
つ
い
て
は
、
親
権
者
が
子
に
代
わ
っ
て
承
諾
（
代
諾
）
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
共
同
親
権
の
場
合
に
は
父
母
が
共
同
で
代
諾
す
る
必
要
が
あ
る
。
父
母
の
一
方
が
縁
組

に
反
対
し
て
い
る
場
合
に
は
、
代
諾
に
つ
い
て
、
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
第
３
項
の
特
定
の
事
項
に
係
る

親
権
行
使
者
を
定
め
る
審
判
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
家
庭
裁
判
所
は
、
代
諾
に
つ
い
て
は

子
の
利
益
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
同
項
の
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
（
新
民
法
第
７
９
７
条
第
４
項
）。

 

 
父
母
の
一
方
の
配
偶
者
と
養
子
縁
組
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
養
親
と
そ
の
配
偶
者
で
あ
る
実
親
が
共
同

親
権
者
と
な
り
、
他
方
の
実
親
は
親
権
者
で
は
な
く
な
る
（
新
民
法
第
８
１
８
条
第
３
項
）。
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2
 

１
 
総
論

 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
に
お
い
て
、「
親
権
は
、
父
母
が

共
同
し
て
行
う
」
と
定
め
て
い
る
趣
旨
は
、
子
に
関
す
る
各

種
の
行
政
手
続
の
申
請
書
等
に
父
母
双
方
の
署
名
・
押
印
を

必
須
と
す
る
趣
旨
か
。
ま
た
、
申
請
書
等
へ
の
父
母
の
一
方

の
署
名
押
印
を
も
っ
て
他
方
の
黙
示
的
な
同
意
を
推
定
す

る
こ
と
は
、
同
条
の
趣
旨
に
反
す
る
か
。
 

 
子
に
関
す
る
各
種
の
行
政
手
続
に
つ
い
て
、
誰
が
そ
の
申
請
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

民
法
の
規
定
の
み
に
よ
っ
て
一
義
的
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
政
手
続
の
根
拠
と
な
る
法
令
等
の

規
定
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
新
民
法
第
８
２
４
条
の
２
が
親
権
を
「
父
母
が
共
同
し
て
行
う
」
と
定
め
る
趣
旨
は
、
旧
民
法
の
解
釈
と

同
様
に
、
身
上
監
護
や
財
産
管
理
等
の
親
権
行
使
が
、
父
母
の
共
同
の
意
思
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、

そ
の
親
権
行
使
の
際
に
、
父
母
双
方
の
署
名
・
押
印
が
必
須
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
申
請
書
等
へ
の
父
母

の
一
方
の
署
名
押
印
を
も
っ
て
他
方
の
黙
示
的
な
同
意
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
同
条
の
趣
旨
に
反
し
な
い
。
 

 
共
同
親
権
下
に
あ
る
子
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
の
名
宛

人
は
父
母
双
方
と
す
べ
き
か
。
 

 
行
政
手
続
を
子
本
人
に
対
し
て
行
う
べ
き
か
、「
保
護
者
」
等
に
対
し
て
行
う
べ
き
か
は
、
そ
の
行
政
手
続

の
根
拠
と
な
る
法
令
等
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
 

 
行
政
手
続
を
子
本
人
に
対
し
て
行
う
場
合
に
、
民
法
上
の
法
定
代
理
人
を
名
宛
人
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
は
そ
の
行
政
手
続
の
根
拠
と
な
る
法
令
等
の
解
釈
に
よ
る
。
な
お
、
民
事
法
上
は
、
一
般
に
代
理
人
が
複

数
い
る
場
合
で
も
、
相
手
方
は
代
理
人
の
う
ち
の
一
人
に
対
し
て
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ

れ
て
い
る
。
 

 
行
政
手
続
を
「
保
護
者
」
等
に
対
し
て
行
う
場
合
の
名
宛
人
に
つ
い
て
は
、
根
拠
法
令
の
解
釈
に
よ
る
。
 

学
校
や
教
育
委
員
会
、
医
療
機
関
等
は
、
親
権
者
同
士
の

意
見
が
食
い
違
っ
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、
個
別
・
具
体
的

な
事
案
の
対
応
に
お
い
て
困
っ
た
場
合
に
は
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
。
 

 
民
法
の
規
律
（
親
権
・
監
護
権
の
帰
属
、
代
理
に
よ
る
契
約
締
結
等
、
子
の
監
護
・
教
育
に
関
す
る
方
針

の
決
定
）
や
、
令
和
６
年
民
法
等
改
正
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
民
事
局
に
相
談
さ
れ
た
い
。
 

 
個
々
の
行
政
手
続
に
係
る
根
拠
と
な
る
法
令
等
の
解
釈
・
運
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
令
等
の
所
管
庁
に

相
談
さ
れ
た
い
。
 

個
別
・
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
等
さ
れ
た
い
。
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3
 

２
 
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
関
係

 

 
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
、
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
等
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資

金
貸
付
事
業
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
等
）
の
対
象

者
の
取
扱
い
に
は
何
か
影
響
が
及
ぶ
の
か
。
 

 
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
、
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付
事
業
、
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
等
）
は
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
３
９
年
法
律
第
１
２
９
号
）
や
各
種

事
業
の
実
施
要
綱
に
お
い
て
、
親
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
配
偶
者
の
な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
者
等
を
支
援
の
対
象
者
と
し
て
お
り
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
で
も
対
象
者
の
取

扱
い
に
影
響
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
 

 ３
 
児
童
扶
養
手
当
関
係

 

 
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
や
所
得
制
限
の
所
得
算
定
に
影
響
が
及
ぶ

の
か
。
 

 
児
童
扶
養
手
当
は
、
民
法
上
の
親
権
や
監
護
者
の
定
め
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
を
監
護
し
て
い
る
実

態
が
あ
る
か
否
か
で
そ
の
支
給
対
象
者
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
が
親
権
者
と
な

っ
た
場
合
に
も
、
子
を
監
護
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
か
否
か
で
手
当
の
支
給
対
象
者
を
判
断
す
る
。
ま
た
、

所
得
制
限
の
所
得
算
定
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
本
人
の
所
得
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
離
婚
後
の
父

母
双
方
が
親
権
者
と
な
る
こ
と
に
よ
り
算
定
に
影
響
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
 

  
※

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
「
４
」
参
照
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４
 
障
害
者
支
援
関
係

 

 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
補
装
具
費
の
支
給
に
つ
い
て
、

離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
の
障
害
児

に
係
る
補
装
具
費
の
負
担
上
限
月
額
の
区
分
は
、
当
該
父
母

の
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
障
害
児
に
係
る
補
装
具
費
の
負
担
上
限
月
額
の
区
分
は
、
親
権
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
児
と
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
者
が
市
町
村
民
税
非
課
税
か
課
税
か
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
 

 
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
障
害
児
通
所
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
障
害
児
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
、

離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
の
負
担
上

限
月
額
は
、
当
該
父
母
の
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
障
害
児
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
親
権
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
児
と
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
者
の
所
得
を
考
慮
し
て
そ
の
負
担
上
限
月
額
を
決
定
す
る
。
 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
る
た
め
の
父
母
の
資
力
要
件
（
収
入
要
件
・

所
得
要
件
等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
双
方
の
資
力
を
考
慮
し

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
親
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
か
否
か
で
、
そ
の
受
給
資
格
を
判
断
し
、
当
該
受
給
資
格
者
の
所
得
を
確
認
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
障
害
児
福
祉

手
当
を
受
け
る
た
め
の
父
母
の
資
力
要
件
（
収
入
要
件
・
所

得
要
件
等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て

 
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て
は
、
親
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
給
資
格
者
で
あ
る
障
害
児
の
民
法
上

の
扶
養
義
務
者
で
あ
っ
て
、
当
該
障
害
児
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
所
得
を
確
認
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
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判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 ５
 
住
民
票
関
係

 

 
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
お
い

て
、
未
成
年
の
子
に
関
す
る
住
民
票
に
係
る
転
入
・
転
出
等

の
届
出
に
つ
い
て
、
そ
の
双
方
の
同
意
を
必
要
と
す
る
の

か
。
 

 
未
成
年
の
子
に
関
す
る
住
民
票
に
係
る
転
入
・
転
出
等
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
共
同
親
権
で

あ
る
婚
姻
中
の
場
合
で
あ
っ
て
も
市
区
町
村
に
お
い
て
、
転
入
・
転
出
等
の
事
実
や
、
現
に
届
出
を
行
っ
て

い
る
者
の
代
理
権
等
（
委
任
状
や
法
定
代
理
権
な
ど
）
を
確
認
し
て
そ
の
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
、

父
母
双
方
の
同
意
は
求
め
て
い
な
い
。
こ
の
取
扱
い
は
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
 

 
住
民
票
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
に
関
し
、
離
婚
後
の

父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
等
を

受
け
た
ど
ち
ら
か
の
父
母
と
同
居
す
る
子
に
つ
い
て
、
別
居

す
る
も
う
一
方
の
父
母
の
同
意
が
な
く
て
も
、
支
援
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
 

 
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｖ
等
の
被
害
者
の
相
手
方
が
、
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
を
不
当

に
利
用
し
て
、
被
害
者
の
住
所
を
探
索
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ

等
を
受
け
た
ど
ち
ら
か
の
父
母
が
、
子
と
と
も
に
同
一
の
住
所
に
避
難
し
て
い
る
場
合
に
、
も
う
一
方
の
父

母
が
、
Ｄ
Ｖ
等
を
受
け
た
父
母
の
住
所
を
探
索
す
る
目
的
で
、
子
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
申
出
等
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
子
に
つ
い
て
も
支
援
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
支
援
措
置
は
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
か
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者

と
定
め
た
場
合
か
に
関
わ
ら
ず
、
当
該
Ｄ
Ｖ
等
を
受
け
た
父
母
の
住
所
を
秘
匿
す
る
た
め
に
当
該
子
に
対
す

る
支
援
措
置
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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６
 
民
事
法
律
扶
助
関
係

 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
子
が
裁
判
手

続
に
お
け
る
訴
訟
上
の
救
助
や
訴
訟
費
用
執
行
免
除
を
受

け
る
た
め
の
資
力
要
件
に
つ
い
て
は
、
父
母
双
方
の
資
力
を

考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
民
事
訴
訟
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
「
親
の
資
力
や
収
入
」
を
考
慮
す
る
旨
の
規
定
は
な
く
、
個
別

具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
様
々
な
事
情
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
 

 
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
、
未
成
年

者
が
民
事
法
律
扶
助
を
申
し
込
む
際
の
資
力
要
件
は
、
誰
の

資
力
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
の
か
。
 

 
未
成
年
者
が
民
事
法
律
扶
助
を
申
し
込
む
場
合
の
資
力
要
件
は
、
親
権
の
帰
属
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
成
年

者
と
同
居
し
て
い
る
家
族
で
、
未
成
年
者
の
生
計
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
の
資
力
を
基
準
に

判
断
す
る
。
 

 ７
 
税
金
（
扶
養
控
除
）
関
係

 

 
共
同
親
権
か
単
独
親
権
か
の
違
い
に
よ
り
、
所
得
税
法
に

お
け
る
扶
養
控
除
の
適
用
に
影
響
が
あ
る
か
。
 

 
所
得
税
法
に
お
い
て
は
、
扶
養
親
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
子
の
所
得
金
額
が

48
万

円
以
下
（
令
和
７
年
１
２
月
１
日
以
降
：
５
８
万
円
以
下
）
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
子
と
生
計
を
一
に
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
一
定
の
要
件
の
下
、
扶
養
控
除
の
適
用
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
こ
の
扶
養
控
除
の
適
用
に
当
た
っ
て
、
親
権
の
有
無
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
共
同
親
権
か

単
独
親
権
か
の
違
い
が
扶
養
控
除
の
適
用
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
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８
 
学
校
関
係

 

 
就
学
す
べ
き
学
校
の
指
定
等
の
事
務
に
つ
い
て
、
婚
姻
中

の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双

方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
全
て
の
親
権
者
を
名
宛

人
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
。
 

 
就
学
す
べ
き
学
校
の
指
定
等
の
後
に
続
く
、
就
学
校
変
更
の
申
立
て
等
の
保
護
者
に
よ
る
行
為
は
、「

監

護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
に
当
た
ら
ず
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
離
婚

後
の
父
母
双
方
が
親
権
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を
含
め
、
全
て
の
親
権
者
の
共
同
の
意
思
に
よ
っ
て
親

権
を
行
使
す
る
必
要
が
あ
る
行
為
に
当
た
る
。
一
方
で
、
学
校
や
教
育
委
員
会
は
、
親
権
や
監
護
権
に
関
す

る
情
報
を
知
り
得
る
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
一
般
論
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
上
の
取
扱
い
に
な
ら
い
、

親
権
行
使
に
当
た
り
、
申
請
書
等
へ
の
一
方
の
親
権
者
の
署
名
押
印
を
も
っ
て
他
方
の
黙
示
的
な
同
意
を
推

定
す
る
こ
と
は
、
改
正
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
名
宛
人
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、「

○
○
○
○
（
子
供
の
名
前
）
の
保
護
者
」
宛
て
と
す
る
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
が
、
個
別
具

体
的
な
事
情
を
踏
ま
え
て
、
各
教
育
委
員
会
及
び
学
校
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

 
保
護
者
（
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
）
が
行
う
べ
き
、

就
学
校
変
更
の
申
立
て
（
学
校
教
育
法
施
行
令
８
条
）
を
監

護
権
者
が
単
独
で
行
う
こ
と
は
可
能
か
。
 

就
学
校
変
更
の
申
立
て
は
、「
監
護
及
び
教
育
に
関
す
る
日
常
の
行
為
」
で
は
な
い
も
の
の
、
民
法
第
８
２

０
条
に
規
定
す
る
「
監
護
及
び
教
育
」
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。
新
民
法
第
８
２
４
条
の
３
第
１
項
に
お
い

て
、
監
護
者
（
監
護
を
す
べ
き
者
）
は
、「

監
護
及
び
教
育
」
に
関
し
て
、
親
権
を
行
う
者
と
同
一
の
権
利
義

務
を
有
し
、
ま
た
、
単
独
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
学
校
教
育
法

に
お
い
て
「
保
護
者
（
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
）」
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
行
為
を
、
監
護
者
が
単

独
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
差
支
え
な
い
。
 ま

た
、
就
学
校
に
関
し
、
監
護
者
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い

親
権
者
と
、
監
護
者
の
意
向
が
異
な
る
場
合
に
は
、
新
民
法
第
８
２
４
条
の
３
第
２
項
の
趣
旨
に
よ
り
、
監

護
者
の
意
向
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

な
お
、
学
校
や
教
育
委
員
会
は
、
親
権
や
監
護
権
に
関
す
る
情
報
を
知
り
得
る
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
実
務
に
お
い
て
は
、
同
居
親
に
親
権
や
監
護
権
が
あ
る
も
の
と
推
定
し
て
手
続
を
行
っ
て
き
た
こ
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と
に
鑑
み
れ
ば
、
今
後
も
同
様
の
推
定
の
下
に
各
種
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
は
、
改
正
法
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
保
護
者
等
か
ら
、
監
護
権
、
親
権
に
関
す
る
事
実
関
係
等
に
つ
い
て
申
告
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
申
告
に
基
づ
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
 。

 

 
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権

者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め

た
場
合
に
は
、
支
援
の
認
定
を
受
け
る
際
に
、
父
母
双
方
の

収
入
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
就
学
援
助
は
学
校
教
育
法
第
１
９
条
に
基
づ
き
、
保
護
者
（
親
権
者
）
に
対
し
て
市
町
村
が
支
援
す
る
制

度
で
あ
り
、
支
援
対
象
は
、
保
護
者
の
う
ち
、
生
活
保
護
法
上
の
「
要
保
護
者
」
と
、
市
町
村
教
育
委
員
会

が
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
る
「
準
要
保
護
者
」
と
な
る
。
 

 
就
学
援
助
の
実
施
主
体
は
市
町
村
で
あ
り
、
認
定
基
準
は
各
市
町
村
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

詳
し
く
は
お
住
い
の
市
町
村
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。
 

 
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権

者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め

た
場
合
に
は
、
支
援
の
認
定
を
受
け
る
際
に
、
父
母
双
方
の

同
意
が
必
要
に
な
る
の
か
。
 

 
就
学
援
助
は
学
校
教
育
法
第
１
９
条
に
基
づ
き
、
保
護
者
（
親
権
者
）
に
対
し
て
市
町
村
が
支
援
す
る
制

度
で
あ
る
。
 

 
就
学
援
助
の
申
請
手
続
き
は
、
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
護
者
が
、
自
身
に
対
す
る
支
援
を
受
け
る
た

め
に
申
請
手
続
き
を
行
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
申
請
手
続
き
は
子
に
対
す
る
親
権
の
行
使
に
あ
た
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
に
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る

場
合
に
も
、
父
母
双
方
の
同
意
が
な
い
と
申
請
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
 

 
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
に
つ
い
て
、
離
婚
後
の
父
母
双

方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
、
支
援
の
認
定
に
お
い
て
は
、

父
母
双
方
の
収
入
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
は
、
高
校
な
ど
（
※
）
の
授
業
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
多
く
が
未
成
年
で
あ
る
高
校
生
の
就
学
の
費
用
を
負
担
す
る
責
任
を
負
う
の
は
主
に
親
権
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
支
援
の
認
定
に
お
い
て
、
親
権
者
等
の
収
入
に
基
づ
い
て
判
定
を
し
て
い
る
。
 

 
こ
の
た
め
、
離
婚
後
に
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
は
、
親
権
者
が
２
名
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
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は
２
名
分
の
収
入
に
基
づ
い
て
判
定
を
行
う
が
、
例
外
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。
例
外
の
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
親
権
者
が
２
名
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
等
に
よ
り
接
触
す
る
と

危
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
場
合
や
、
失
踪
し
て
い
て
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
等
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
、

支
援
を
必
要
と
す
る
高
校
生
に
支
援
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。
 

 
ま
た
、
離
婚
後
に
ど
ち
ら
か
一
方
が
親
権
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
方
の
親
権
者
の
み
の
収
入
に
基
づ

い
て
判
定
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
 

 
な
お
、
こ
れ
ま
で
も
、
従
来
の
親
権
制
度
に
お
い
て
婚
姻
中
で
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
は
、
婚

姻
中
は
親
権
者
が
２
名
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
２
名
分
の
収
入
に
基
づ
い
て
就
学
支
援
金
の
判
定
を
行

っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
が
あ
っ
た
場
合
等
の
例
外
を
設
け
て
お
り
、
親
権
者
の
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 ※
 
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）、

高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年
生
）、

専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

な
ど
 

 
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
に
つ
い
て
、
①
婚
姻
中
で
父
母
双

方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
②
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親

権
者
と
定
め
た
場
合
は
、
給
付
の
認
定
に
お
い
て
は
、
父
母

双
方
の
収
入
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
は
、
高
校
の
授
業
料
以
外
の
教
育
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
多
く
が
未
成
年
で
あ
る
高
校
生
の
就
学
の
費
用
を
負
担
す
る
責
任
を
負
う
の
は
主
に
親
権
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
給
付
の
認
定
に
お
い
て
、
親
権
者
等
の
収
入
に
基
づ
い
て
判
定
を
し
て
い
る
。
令
和
６

年
度
現
在
で
は
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
法
に
規
定
す
る
保
護
者
等
で
あ
っ
て
、
生
活
保
護
世
帯
又
は
非

課
税
世
帯
の
親
権
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
と
同
様
に
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待

が
あ
っ
た
場
合
等
の
例
外
を
設
け
、
親
権
者
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
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っ
て
い
る
。
 

 
現
在
、
就
学
支
援
金
制
度
と
の
判
定
方
法
の
統
一
化
に
向
け
た
地
方
か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と
や
、
奨
学

給
付
金
の
対
象
世
帯
の
拡
大
に
つ
い
て
概
算
要
求
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
共
同
親
権
の
制
度
が
開

始
す
る
ま
で
に
制
度
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
共
同
親
権
の

導
入
後
も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
校
生
に
支
援
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
る
。
 

 
高
校
等
専
攻
科
の
生
徒
へ
の
修
学
支
援
に
つ
い
て
、
離
婚

後
共
同
親
権
制
度
の
導
入
に
よ
り
支
援
の
認
定
に
影
響
は

あ
る
の
か
。
 

 
高
校
等
専
攻
科
の
生
徒
へ
の
修
学
支
援
は
、
高
等
学
校
専
攻
科
に
通
う
低
所
得
世
帯
の
生
徒
に
対
す
る
授

業
料
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
高
等
学
校
専
攻
科
は
高
校
等
を
卒
業
し
た
後
に
入

学
す
る
教
育
課
程
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
な
ど
高
等
教
育
段
階
の
修
学
支
援
制
度
に
準
じ
た
支
援
の
仕
組

み
と
し
て
お
り
、
か
つ
、
高
等
学
校
専
攻
科
の
生
徒
は
、
一
般
的
に
は
入
学
時
点
で
成
人
年
齢
に
達
し
て
お

り
、
生
徒
の
成
人
後
は
親
権
が
消
滅
す
る
こ
と
か
ら
、
生
計
維
持
者
の
収
入
を
考
慮
し
て
認
定
を
行
う
仕
組

み
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
離
婚
後
共
同
親
権
制
度
の
導
入
に
よ
り
支
援
の
認
定
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
。
 

 
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
に
つ
い
て
、
婚
姻
中
の
父
母

双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親

権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
支
弁
区
分
の
決
定
の
際
に
、
父
母

双
方
の
収
入
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の

就
学
の
特
殊
事
情
に
鑑
み
、
特
別
支
援
学
校
等
に
就
学
す
る
児
童
等
の
保
護
者
等
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
そ
の
負
担
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
支
弁
区
分
を
決
定
し
、
就
学
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
支
援
す

る
制
度
で
あ
る
。
 

支
弁
区
分
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
親
権
者
に
限
ら
ず
、
親
権
者
の
属
す
る
世
帯
全
体
の
収
入
等
を
算
定

の
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
申
請
者
と
な
る
親
権
者

が
属
す
る
世
帯
全
体
の
収
入
等
を
算
定
の
基
礎
と
し
、
支
弁
区
分
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
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特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
に
つ
い
て
、
婚
姻
中
の
父
母

双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親

権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
支
援
の
認
定
を
受
け
る
際
に
、

父
母
双
方
の
同
意
が
必
要
に
な
る
の
か
。
 

 
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
は
、
特
別
支
援
学
校
等
に
就
学
す
る
児
童
等
の
親
権
者
を
支
援
す
る
制
度
で

あ
る
。
 

 
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の
申
請
手
続
き
は
、
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
親
権
者
が
、
自
身
に
対
す
る

支
援
を
受
け
る
た
め
に
申
請
手
続
を
行
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
申
請
手
続
は
子
に
対
す
る
親
権
の
行
使

に
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
に
父
母
双
方
が
親

権
者
で
あ
る
場
合
に
も
、
父
母
双
方
の
同
意
が
な
い
と
申
請
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
 

 
離
婚
後
共
同
親
権
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
日
本
学
生
支

援
機
構
の
奨
学
金
制
度
や
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
お
け
る
生
計
維
持
者
の
考
え
方
に
影
響
は
あ
る
の
か
。
 

 
制
度
導
入
前
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
経
済
的
支

援
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
に
お
け
る
家
計
基
準
（
収
入
要
件
）
は
、「
生
計
維
持
者
」
の
収
入
等

の
状
況
に
基
づ
い
て
判
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
生
計
維
持
者
は
原
則
と
し
て
父
母
の
２
名
だ
が
、
離
婚

等
に
よ
り
父
又
は
母
と
本
人
が
別
生
計
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
親
権
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
等
の
事
情
に
応
じ
て
判
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
離
婚
後
共
同
親

権
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
制
度
上
の
取
扱
い
は
変
わ
ら
な
い
。
 

※
 「

離
婚
等
」
に
は
、
離
婚
調
停
中
、
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
別
居
中
、
又
は
未
婚
の
場
合
な
ど
も
含
む
。
 

※
な
お
、
未
成
年
者
が
奨
学
金
に
申
し
込
む
と
き
は
、
親
権
者
の
同
意
が
必
要
と
な
る
が
、
事
情
に
よ
り
親

権
者
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
追
加
書
類
の
提
出
に
よ
り
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
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９
 
医
療
費
助
成
関
係

 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
小
児
慢
性
特

定
疾
病
児
童
へ
の
医
療
費
助
成
に
お
け
る
自
己
負
担
上
限

月
額
の
算
定
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

 
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
に

つ
い
て
助
成
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
自
己
負
担
上
限
月
額
は
「
支
給
認
定
世
帯
」
の
所
得
状
況
等
に
応
じ
て

決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

「
支
給
認
定
世
帯
」
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
と
同
じ
医
療
保
険
の
被
保
険
者
（
※
）
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
を
把
握
す
る
単
位
に
影
響

は
な
い
。
 

（
※
）
健
康
保
険
な
ど
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
の
場
合
は
、
当
該
児
童
を
被
扶
養
者
と
し
て
い
る

被
保
険
者
。
 国

民
健
康
保
険
の
場
合
は
、「

住
民
票
上
の
世
帯
」
内
の
被
保
険
者
全
員
。
 

 １
０
 
健
康
保
険
関
係

 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
、
健
康
保
険
に
お

い
て
、
そ
の
双
方
が
関
与
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

続
き
は
あ
る
か
。
 

 
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
、
健

康
保
険
に
お
い
て
法
令
上
そ
の
双
方
が
関
与
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
は
な
い
。
 

婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
父
母
の
子
に
つ
い
て
、
子
が
医
療
機
関
等
で

療
養
を
受
け
る
際
の
医
療
費
の
自
己
負
担
は
父
母
双
方
の

資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 
健
康
保
険
の
医
療
費
の
一
部
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
診
療
等
を
受
け
る
者
の
年
齢
に
応
じ
て
決
ま
る
た

め
、
父
母
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

ま
た
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
父
母
の
離
婚
後
は
、
子
は
父
母
ど
ち
ら
か
の
被

扶
養
者
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
子
の
医
療
費
が
高
額
と
な
り
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
場
合
に

は
、
子
を
被
扶
養
者
と
し
て
有
す
る
方
の
報
酬
に
基
づ
い
て
自
己
負
担
限
度
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
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た
め
、
父
母
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保

険
に
お
い
て
そ
の
双
方
が
関
与
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
手
続
き
が
あ
る
か
。
 

国
民
健
康
保
険
法
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
、
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
そ
の
双
方
が
関
与
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
手
続
き
は
な
い
。
 

婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合
や
、
離
婚
後

の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保

険
に
お
け
る
療
養
の
給
付
、
保
険
料
徴
収
に
お
け
る
資
力
要

件
（
収
入
要
件
・
所
得
要
件
等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
母

双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
の
負
担
割
合
、
高
額
療
養
費
等
の
支
給
額
の
区
分
、
保
険
料
額
の
算
定
に

お
い
て
は
、
被
保
険
者
の
年
齢
や
世
帯
単
位
の
所
得
・
資
産
額
に
応
じ
て
決
ま
り
、
親
権
の
有
無
は
算
定
の

上
で
要
件
と
な
っ
て
い
な
い
。
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
養
子
縁
組
等
に

よ
っ
て
親
権
を
持
つ
こ
と
等
に
よ
り
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方

が
親
権
者
と
な
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者

と
定
め
た
場
合
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
そ

の
双
方
が
関
与
し
て
行
う
手
続
き
が
あ
る
か
。
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
法
令
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
場
合

や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
双
方
が
関
与
し
て
行
う
手
続
き
は
な
い
。
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
養
子
縁
組
等
に

よ
っ
て
親
権
を
持
つ
こ
と
等
に
よ
り
、
婚
姻
中
の
父
母
双
方

が
親
権
者
と
な
る
場
合
や
、
離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者

と
定
め
た
場
合
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
療

養
の
給
付
、
保
険
料
徴
収
に
お
け
る
資
力
要
件
（
収
入
要
件
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
一
部
負
担
金
の
負
担
割
合
、
高
額
療
養
費
等
の
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
、
保

険
料
額
の
算
定
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
個
人
や
そ
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
、
親
権
の
有

無
は
算
定
の
上
で
要
件
と
な
っ
て
い
な
い
。
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1
4
 

所
得
要
件
等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
母
双
方
の
資
力
を
考

慮
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
 

 １
１
 
生
活
保
護
関
係

 

離
婚
後
の
父
母
双
方
を
親
権
者
と
定
め
た
場
合
に
は
、
生
活

保
護
を
受
け
る
た
め
の
父
母
の
資
力
要
件
（
収
入
・
資
産
等
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
双
方
の
資
力
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
か
。
 

 
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
父
母
双
方
が
親
権
者
で
あ
る
か
そ
の
一
方
が
親
権
者
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
原
則
と
し
て
、
同
一
の
住
居
に
居
住
し
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
者
を
同
一
世
帯
と
し
て
認
定
し
た
上

で
、
当
該
世
帯
の
収
入
及
び
資
産
等
を
踏
ま
え
て
保
護
の
要
否
及
び
程
度
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。
 

 １
２
 
Ｄ
Ｖ
被
害
者
保
護
・
支
援
関
係

 

女
性
支
援
新
法
や
配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
基
づ
き
、
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
保
護
を
行

う
際
、
被
害
者
の
子
を
同
伴
児
童
と
し
て
保
護
す
る
場
合
が

あ
る
が
、
今
般
の
改
正
に
よ
り
、
こ
う
し
た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

保
護
や
支
援
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
。
 

 
今
般
の
改
正
で
は
、
 

○
 
家
庭
裁
判
所
が
親
権
者
を
指
定
す
る
際
、
虐
待
等
、
父
又
は
母
が
子
の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
配
偶
者
へ
の
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
父
母
が
共
同
し
て
親
権
を

行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
、
必
ず
単
独
親
権
と
す
る
こ
と
 

○
 
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
か
ら
の
避
難
に
つ
い
て
は
親
権
の
単
独
行
使
が
認
め
ら
れ
る
急
迫
の
事
情
に
該
当
す
る

こ
と
（
※
加
害
行
為
が
現
に
行
わ
れ
て
い
る
と
き
や
そ
の
直
後
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
加
害
行
為
が
現
に
行

わ
れ
て
い
な
い
間
も
、
急
迫
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
状
態
が
継
続
し
得
る
。）

 

○
 
こ
の
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
関
し
て
は
、
殴
る
・
蹴
る
等
の
身
体
的
な
暴
力
を
伴
う
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
こ

と
 

と
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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1
5

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
機
関
が
行
う
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
保
護

や
支
援
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
共
同
親
権
で
あ
っ
た
婚
姻
中
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
そ
の
子
に
対
し
て
、
一

時
保
護
等
を
含
む
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
般
の
改
正
に
よ

り
、
そ
の
取
扱
い
に
変
更
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
機
関
に
お
い
て
は
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
相
談
内
容
に
基
づ
き
、
Ｄ
Ｖ
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
上
記
の
と
お
り
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
か
ら
の
避
難
に
つ
い
て
は
親
権
の
単
独

行
使
が
認
め
ら
れ
る
急
迫
の
事
情
に
該
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く

一
時
保
護
等
の
必
要
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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